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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

超高速時間分解電子線回折装置の電子線源（フォトカソード）を作製するために、
筑波大学の設備を利用してサファイア上にクロムと金の薄膜を成膜した。作製した
電子線源を用いて、様々な時間分解電子線回折法による物質の構造ダイナミクス計
測や新奇の装置開発を進めている。

実験
Experimental

直径12.7 mm厚み1 mmの両面研磨のサファイア基板上にスパッタリング装置
（CFS-4EP-LL (i-miller)）を用いてクロムを2 nm成膜し、その上に金を25 nm成膜
したものを作製し、我々の研究室で用いる超高速時間分解電子線回折実験用のフォ
トカソードとした。

結果と考察
Results and Discussion

我々は、作製したフォトカソードを用いて、新奇の装置開発を進めている。令和4
年度に開発した装置の一つは、広時間帯域の超高速時間分解電子線回折装置である。
ナノ秒レーザーをフェムト秒レーザーに電気的に同期することでナノ秒からミリ秒
にわたる時間分解計測が可能な装置を開発し、従来のピコ秒からナノ秒の時間領域
計測可能な電子線回折装置と組み合わせることで、9桁にわたる時間領域の物質の
光誘起構造ダイナミクス計測に成功した。さらに、時間分解電子線回折装置にテラ
ヘルツ波を導入することで、パルス電子線のパルス幅を計測するシステムも開発に
成功した。このシステムではテラヘルツ波を共振器中に導入することで瞬間的な強
電場を生成し、それによる極短パルス電子線のパルス幅計測している。
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